
   

関西電力からの報告の概要 

（５日１５時００分までに受けたもの） 

 
○８月４日、関西電力株式会社大飯発電所３号機において、定格熱出力一定運転

のところ、同日０５時０６分「２次系サンプピット注意」警報が発信した。直ち

に、現地を確認したところ、Ａ-循環水管ベント弁の付根付近から海水漏れを発見
した。 
 
○このため、同日０５時３７分よりＡ-循環水ポンプの停止操作を開始し、同日０
７時４０分にＡ-循環水ポンプを停止した。また、残りのＢ-循環水ポンプでプラ
ント運転を継続するため、発電機の出力降下を０７時４１分より開始し、同日１

０時３０分に発電機出力７６７ＭＷ（約６５％）まで降下させた。 
 
○本日５日１３時３０分、本事象は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制

に関する法律第６２条の３の規定に基づき制定された、実用発電用原子炉の設置、

運転等に関する規則第１３４条第２号に該当すると判断した。 
 
○本事象による周辺環境への影響はありません。 
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